
別表（別記様式第11号関係）

作成部署名：

29-3

実施期間

29年度

成果目標

現状値

目標値

（１）現状値の説明

（３）所見

（４）評価機関の意見等

今後の改善方向等に関する分析
　調査は今後も継続し、平成28年の台風第10号災害の影響や、平成30年度の
調査結果との関わり等を検討していく。

事業計画の内容 　サクラマス資源を回復させる方法の開発（産卵床調査及び放流効果調査）

評
価

―

―

―

（２）地域への経済効果
（ハード事業のみ）

―

実施期間及び目標年度

目標年度

29年度

　産卵床調査：本県は平成28年台風第10号による甚大な河川被害を受けたが、サク
ラマスのそ上親魚及び産卵床が確認できた。しかし、確認された親魚及び産卵床は、
被災前と比較して減少しており、被災により資源が減少した可能性が懸念された。
　放流効果調査：放流８ヶ月後においても放流地点周辺で放流魚の分布が確認され
た。また、４月に平成28年度に放流したと思われる稚魚を採捕した。今後は、親魚の
回帰状況を確認し、放流効果を検討する。

交付金額 3,420,000円

事業実施主体 岩手県内水面水産技術センタ－

実施地区名

岩手県農林水産部水産振興課

水産業強化支援事業事後評価報告書

政策目的 　水産資源の持続的な利用・管理の推進

政策目標 　資源増殖目標

岩泉町、野田村、花巻市


